






症状の重さという観点から,喘息症状の計量化を行なった。従来,治療の効果の判定を行う

ために,各種の計 

数値を得ながらも,自覚症状などの判断など定性的データも考慮し,臨床家が最終判断を下

さざるを得なかった。多種の測定値を得ながら,一挙に人間の判断に委ねて,改善,非改善の

定性データに置換する法から,定量的なデータで,改善・非改善を客観化する法への努力を

今後とも続けなければならない。ここで我々の開発した方式,ならびに結果を簡単に紹介す

る。 


